
回数
（回）

参加者数
（人）

市町村数
事業体数

支援対象者数
（人）

回数
（回）

参加者数
（人）

静岡県
アドバイザー、人材派
遣等

市町森林整備実施体制等支援
事業

14,877 14,877 0
県が森林・林業に関する専門技術者（森
林整備アドバイザー）を市町に派遣し、
市町の取組を支援

35
ふじのくに森林整備アドバイザーが支援を行っ
た延べ回数172回

静岡県 木材利用の推進
市町森林整備実施体制等支援
事業

3,585 3,585 0

公共部門の県産材利用の拡大と、市町の
木材利用、公共建築物の木造化・木質化
の促進を図るため、市町職員を対象に研
修会、施設見学会及び相談対応を実施

7 111 28 ・施設見学会（２回）、相談対応（１件）

静岡県 普及啓発の支援
市町森林整備実施体制等支援
事業

5,887 5,887 0
森林環境教育指導者を育成するなど、森
林環境教育を推進

森林環境教育指導者24人育成

静岡県
人材育成・担い手対策
支援

ビジネス林業等担い手確保育
成事業

65,308 65,308 0

・就業相談会、現場見学会等の開催
・新規就業者向け安全装備支援等
・森林技術者向けの技術研修、組織力向
上研修等の開催

26 40 34 614

・林業就業支援サイトの開設
・HP開設等支援 ３経営体
・就業相談会出展支援 １経営体
・組織力向上研修 12経営体
・林業経営コンサルティング 11経営体

静岡県
人材育成・担い手対策
支援

林業イノベーション推進事業 1,483 1,483 0
ICTやドローンなどの先端技術を活用した
林業イノベーションの推進、フォーラム
による情報共有を実施

2 49 2

・林業先端技術展示会（web）開催１回
・事業体へのデジタル技術現場実装支援７件
・林業イノベーションフォーラムへの参画促進
（R3年度末時点49者）

静岡県 森林整備の支援等 主伐型路網構築モデル事業 63,000 63,000 0
主伐箇所から効率的に木材を運搬できる
基幹的作業道の作設を支援

・基幹的作業道開設4箇所（3,209ｍ）

静岡県
人材育成・担い手対策
支援

農林環境専門職大学管理運営
費

5,844 5,844 0
林業コースの学生が実習・実験で活用で
きる林業関係備品等を購入して林業の担
い手育成ができるよう支援

備品購入（11品）（ＶＲ体験シミュレーター
等）、レンタル（１品）（バックパック型ライ
ダー）ほか

静岡県 159,984 159,984 0 － － － － － － － － － －計

【概要】
＜市町支援＞
・県内全３５市町へアドバイザー派遣によ
る支援を行った。その結果、令和３年度は
所有者への意向調査が１７市町で実施さ
れ、このうち７市町で森林整備が実施され
た。

・木材利用に関する基礎的な知識を習得す
る研修会、施設見学会、相談対応を実施し
たことによって、２８市町で木材利用に対
する機運が高まった。

・高い専門性を持った環境教育指導員を２
４人育成するとともに、指導員を活用した
森林環境教育の取組が９市町で始まった。

＜人材育成及び担い手対策＞
・県内外の就職希望者を対象とした就業相
談会の開催によって、就業情報や林業の魅
力を広域的に発信することができた。

・令和２年度に新設された「県立農林環境
専門職大学」において林業の担い手を育成
するため必要な備品等を整えた。

＜林業イノベーションの推進＞
・ICTやドローンなどの先端技術を活用した
森林施業の効率化・省力化等の林業イノ
ベーションの推進及び普及を実施したほ
か、トラック運搬のシステム化に向けた路
網構築の手法を普及するための基幹的作業
道の作設をモデル的に支援した。

＜基金積立＞
・次年度以降、更なる森林整備の促進に向
けた市町の実施体制支援の強化やカーボン
ニュートラルの実現に寄与する森林整備面
積確保の取組に繋げるため、56,698千円を
基金に積み立てた。

森林環境譲与税に関する決算（令和３年度）

都道府県名 事業区分 (4)事業名

事業総額（千円）

事業内容

実績

その他の実績値

税導入の効果

(A)+(B)
(A)森林環境譲
与税（千円）

(B)うち他の財
源（千円）

市町村等を対象にした研修会・講
習会

アドバイ
ザー等が支
援を行った
市町村数

事業体等への助成
担い手を対象にした研
修・講習、求人イベン

ト等


